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【平成２５年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 
 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

○ A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部に 
遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止

が適当である 
（意見等） 
オートファジー遺伝子 Atg5/Atg7 非依存的な新しいオートファジー経路の発見の上に立ち、新規オー

トファジー関連分子の同定と生理機能の解析、それらの欠損マウスの作製と解析、オートファジー誘導

化合物の同定、疾患特に発癌、神経変性疾患、炎症性疾患、血液疾患等との関係など、広範囲な研究を

精力的に展開しており、期待された成果を上げつつあると評価される。プロジェクトが多岐にわたって

おり個々のプロジェクトの進捗にやや遅れが認められるが、この分野において世界をリードする研究の

質を保てるように更なる加速を期待したい。 


